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若竹のごとく子どもたちがまっすぐに伸びてほしいという願いを込めています。
 

地震を想定した避難訓練を実施しました！ 

９月１日（月）は、防災の日でした。この防災の日に、「地震（災害）に対する防災意識を高めさせ、自他の命を守

る意識と態度を身に付けさせるために」、避難訓練を実施しました。 

学習の流れは、次のとおりです。 

①地震に関する指導資料を視聴する。事前指導 

②地震が発生した放送を聞き、指示に従い、運動場へ避難する。 

③運動場へ避難し、全体の状況を確認する。 

④教室へ移動し、放送で校長先生の話を聞く。   

⑤各学級で避難訓練の振り返りを行う。 

 

右の写真は、運動場へ避難し、集まった様子です。 

避難の放送から全体が運動場に揃い、学年主任からの報告を受けるまで、５

分１秒でした。子どもたちは、静かに整然と運動場へ集合できました。校長先

生から、集合の仕方を褒めてもらいました。また、始業式など全体で集まる活

動で静かに集まることができていますので、日ごろの行動がこの避難訓練にも

現れていたと思います。 

このように日ごろから、自他の命を守ることを意識してほしいと思います。 

 

日本の文化にふれる体験学習 

９月９日（火）に６名の外部講師をお招きして、４年生が「日本の文化を体験し、そのよさを学ぶ」という目的で、

「茶道体験」や「着物について」、「もったいないを学ぶ」学習を行いました。この学習は、学校運営協議会委員の方

が昨年度まで行っていた「郷土料理 がね作り」から、「日本のよき文化体験を行って、日本や郷土のよさを再認識す

る学習」を実施してはどうかと提案され、熟議を重ね、実施できた学習です。 

４年生２クラスの児童は、２校時と４校時に分かれ、クラスごとに「茶道体験」をしたり、「着物の話」を聞いたり、

「講師の方の実体験からもったいないの話」を聞いたりしました。まず、お茶のたて方などを教えていただき、お菓

子を食べてお茶をいただきました。 

 
左の写真は、講師の方６名が着ていた着物について説明をしていただいた様

子です。 

また、次の写真のように、講師の方のご自身の体験から、着物は次々に形を

変化させ、活用していくことができる話や日本には「もったいないの精神」が

あるという話などをしてくださいました。 

 

子どもたちは、「日本のよいところが知れてよかった。」「お茶を飲めるのが楽

しみだった。少し苦かったけど良い体験ができた。」などの感想を述べていまし

た。子どもたちにとって、よい学びとなりました。 

なお、講師の方６名は、全て高城小学校の卒業生の方々でした。主で講師を務

めていただいた方は、東京から帰省中に講師を引き受けてくださいました。講

師の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 



外国語・国語・道徳の研究授業を行いました！ 

９月９日（火）３校時に、３年生で外国語。９月１０日（水）２校時に１年生で国語、５校時に、５年生で道徳の

研究授業を行いました。この研究授業は、主題研究の取組として行われた３つの授業です。私たちは「ICT 活用」と

「子どもが主役の場面設定」を授業づくりのポイントとして、研究を進めています。その一部を紹介したいと思いま

す。 

まず、外国語です。この授業は、外国語専科教員とALTとの授業で、単元名は３年「What do you like?」でした。

ICT活用については、様々な場面でデジタル教材を聞いて発話したり、Let’s chant.をしたり、テレビでの映像で受

け答えしたりしていました。ジェスチャーを入れながら表現することで理解も進んでいました。 

また、子どもが主役となる場面設定では、グループ学習やペア学習を取り入れ、楽しく学習に取り組んでいました。 

  

次に国語です。この授業の単元名は、１年「ことばをみつけよう」でした。ICT活用については、導入場面で、担任

がパワーポイント作成したひらがなを提示すると、子どもたちは意欲的に文字を読んでいました。また、担任がテレ

ビ画面に提示した絵を見ながら、タブレット端末を使い、ひらがなを手書き入力していました。 

子どもが主役となる場面設定では、言葉を見つけるために、個人で考えたり、グループ学習で自分の意見を友達に

伝えたり、友達の意見を聞いたりしていました。 

 
最後に、道徳です。この授業の主題名は、５年「互いに高め合いながら」でした。ICT活用については、子どもたち

がタブレット端末のクラスルームにアンケートの回答入力を行って共有したり、中心発問に対する自分の考えを回答

して共有したりして、考えていました。 

 

子どもが主役となる場面の設定では、特に中心発問において、個人で考えたり、タブレット端末に考えを入力してグ

ループで話し合って他者参照したりしながら、自分の考えを深めていました。 

 

 

 

 

※ 学校行事や学校生活の様子等は、ホームページにも掲載してい  

ますので、ぜひご覧ください。 

 


